
（様式２）

1 業務履行の確認・評価

【施設の運営に関する基本的事項】

【自主事業に関する事項】

【施設の維持管理業務に関する事項】

平成29年度　　施設指定管理者
モニタリングレポート（年次評価報告書）

施　設　名 南部児童館

指定管理者名 （株）ポピンズ

指　定　期　間 平成２８年４月１日　～　平成３２年３月３１日　（２年目）

所　管　課 児童福祉課

　適正な施設の運営・維持管理が行われているか。

年次評価

Ａ

・　指定管理２年度であるが、安定した体制で管理運営が行われている。
・　イベントによる、幼児親子、小学生の参加が定着している。

・　今年度より取り入れたサタデーイベントが軌道にのり来館者数が定着している。出前講座などの
行事も行なわれている。今後、地域ボランティアや地域の社会資源を活用した独自事業の展開にも
期待していきたい。

・　ガラス破損交換などの利用者の安心・安全を確保するために必要な対応は実施されている。
・　樹木選定やカーペット洗浄なども定期的に実施された。



2 サービスの質に関する評価

【利用者アンケート（満足度調査）に関する事項】 ２施設共通事項

調査の概要

調査結果の概要

【自主事業に関する事項】

【サービス水準や利用環境に関する事項】

　提供するサービスの水準が確保されているか。
　また、サービスの向上が図られていたか。

年次評価

A

・　前半期と後半期に来館者アンケートを実施。

・　サービスの質の評価については、おおむね良好な回答。アンケートで寄せられた意見に対し、そ
の都度、対応努力がされている。
・　アンケート回答において、指定管理以降のイベント増加など好評な意見が多くみられた。保護者
から職員の対応に関する好意的な意見記述も多く、職員の努力がみられる。今後も引き続き、きめ
細やかな対応と人材育成をお願いしたい。

・　今年度より取り入れたサタデーイベントが軌道にのり来館者数が定着している。出前講座などの
行事も行なわれている。今後、地域ボランティアや地域の社会資源を活用した独自事業の展開にも
期待していきたい。

・　建物の老朽化のため視点を明るくすることに心がけ季節に合った環境整備をした。
・　各職員においても、イベントや行事を順番に担当することにより、自信を持ち意欲が高まった。



3 サービス提供の継続性・安定性に関する評価

【施設の収支状況に関する事項】 ３施設共通事項

【団体の経営状況に関する事項】 ３施設共通事項

【審査委員会コメント】

【年次評価】 （評価基準）

Ｓ （優　　良） ： 区分評価が全てＡ以上、かつＳが過半数以上。

Ａ （良　　好） ： 区分評価が全てＡ以上。

Ｂ （課題あり） ： 区分評価にＢがあった。

Ｃ （要改善） ： 区分評価にＣがあった。

【総合評価】 （評価基準） （目安）

Ｓ （優　　良） ： 市の要求水準を上回るサービスが提供されている。

Ａ （良　　好） ： 市の要求水準に沿ったサービスが提供されている。 年次評価が全てＡ以上。

Ｂ （課題あり） ： サービスの内容の一部に課題がある。 年次評価にＢがある。

Ｃ （要改善） ： サービスの内容に改善が必要である。 年次評価にＣがある。

　健全な収支状況のもと、継続的・安定的にサービスが提供されているか。
　また、団体の経営状況は健全か。

年次評価

A

①指定管理料　　41,500,000円
②南部児童館年間支出＋西部児童館年間支出＋ひまわり児童館年間支出　　39,764,547円 　※税
込概算
①-② = 1,735,453円の黒字である。

（株）ポピンズの経営状況の分析

・三期比較損益計算書を見てみると、売上高は１０７億４千万円、１２３億３千５百万円、１４６億８千
万円と順調に推移している。売上高が伸びているものの売上総利益は前年対比で２億２千万円の減
少。営業利益についても前年対比１億３千万円の減少となっている。違約金収入１億２千８百万円が
あるもの減損損失２億２千２百万円があり、税引き後の利益は１億５千１百万円と前期の半額以下と
なっており、気になるところであるが、資料からはこれらの内容は確認できない。ただ、繰越利益剰余
金は１２億１千５百万円あり財務体質に不安はない。

総合評価 Ａ
指定管理２年目で安定した取り組みがされ自主事業では、多くの体験
ができ子どもの想像力をはぐくむことをしている。職員はきめ細かい対
応をして子ども、保護者へ配慮がされている。今後さらなる努力を期待
したい。

年次評価が全てＡ以上、かつＳが過半数以上。


